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島根県知事　丸　山　達　也
ごあいさつ

島根県は、全国の他の地域よりも早く人口減少、少子高齢化という課題に直面

しており、長年この課題に向き合ってきました。その中でも、子育てに必要な環

境づくりや地域コミュニティの維持は、住宅・建築の分野にも関わる重要な課題

であります。

一方、人々のライフスタイルの変化、バリアフリー化・省エネルギー化といっ

た性能の向上、デジタル化等の産業技術の導入など、建築物に対する県民の皆さ

まのニーズは多岐に渡っております。

県では、様々な課題やニーズに対応した住宅・建築物の整備、活動の事例を募

集し、優れたものをモデル事例として広く県民の皆様に紹介することを目的に、

平成19年度から「しまね建築・住宅コンクール」を実施しています。

今年度は、「人のつながり、あたたかさのある暮らし」をテーマに募集をし、建

築物部門及び活動部門をあわせて57件の応募をいただき、審査委員会においてこ

れらの応募作品・活動に対する厳正な審査を行った結果、最優秀賞の「対角の平

屋」をはじめとする、15件の受賞作品・活動を選定いたしました。

受賞された皆様に心からお祝いを申し上げますとともに、今回受賞には至らな

かったものの、魅力的な作品を応募いただきました皆様、審査を行っていただき

ました委員の皆様に対し、厚く御礼申し上げます。

県では引き続き、住み続けられる豊かな住まい・住環境の実現に向け、取組を

進めて参ります。

県民の皆様におかれましても、一層の御理解とお力添えを賜りますようお願い

申し上げ、御挨拶といたします。

令和 8 年 3 月

3



令和 7 年度のしまね建築・住宅コンクールは、新たに「人のつながり、あたた
かさのある暮らし─笑顔で暮らせる島根を目指して─」をテーマとし、建築物部
門と活動部門の募集を行いました。その結果57件の応募があり、多彩な作品や活
動に対する審査となりました。

第一次審査では、応募書類により各部門あわせて30件を選出し、第二次審査で
は現地審査を行った上で、審査委員会により表彰候補15件を選定し、その中から
最優秀賞 1 件、優秀賞 5 件、奨励賞 9 件を決定しました。

最優秀賞に選定した「対角の平屋」は、出雲市内に新築された、ご夫婦とお子
様たちが暮らす木造平屋建ての住宅です。南北に細長い敷地に対してシンプルな
長方形の平面計画となっており、対角線上に棟木が通されたその住宅の外観は、
焼杉張りと軒下のリズミカルな垂木が印象的です。室内に入るとすぐに、南側に
大きくとられた開口部から田園と山並みの風景をみることができ、ご夫婦それぞ
れの箱状の書斎スペースが棟木の両端を支えるように配置されています。手すり
等はありませんが、屋内外の細部にまでバリアフリーの配慮が行き届いており、
この住宅の建設に携わった方々のあたたかな心と、ご家族が笑顔で暮らす様子が
自然と感じられる素晴らしい作品でした。

優秀賞には、建築物部門から「山陰本線西浜田駅待合所新築」「JSTグループ島
根電機新棟」「やすぎ博愛クリニック〜桜の名所の総合健診センター〜」「株式会
社フクダ社屋」と、活動部門から「NEXT200図書館未来プロジェクト」の計 5 件
を選定しました。これらの優秀賞は、優れた建築デザインと共に、改修・DIYの
手法による再生、今後の修繕も考慮した工法の検討や地域材の活用、職場・学習
環境整備など、利用者に向けた優れた創意工夫を高く評価しました。

奨励賞には、建築物部門から「里山の赤瓦」「カヌーパークみさと」「みずいク
リニック 眼科・美容皮膚科」「なぎの木テラス」「邑南町立石見中学校」「つなぐ
足あと」と、活動部門から「AMAホールディングス株式会社「オフィス兼リビ
ング・ラボ」建設プロジェクト」「金𠮷屋大作戦」「つのづbase」の計 9 件を選定
しました。

受賞された建築物や活動が、今後の人々のつながりと心あたたまる暮らしを支
えるモデルとなることを期待しています。

令和８年３月

選 考 総 評 	 審査委員長　細　田　智　久
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1 	対角の平屋	
	 出雲市

2 	山陰本線西浜田駅待合所新築	
	 浜田市

3 	JSTグループ 島根電機新棟	
	 大田市

5 	株式会社フクダ社屋	
	 出雲市

6 	里山の赤瓦	
	 出雲市

4 	やすぎ博愛クリニック
	 ～桜の名所の総合健診センター～	
	 安来市

7 	カヌーパークみさと	
	 邑智郡美郷町

8 	みずいクリニック
	 眼科・美容皮膚科	
	 出雲市

9 	なぎの木テラス	
	 江津市

11 	つなぐ足あと	
	 松江市

10 	邑南町立石見中学校	
	 邑智郡邑南町

【建築物部門】

12 	NEXT200 図書館未来プロジェクト
	 松江市

13 	金𠮷屋大作戦
	 仁多郡奥出雲町

14 	つのづbase
	 江津市

15 	AMAホールディングス株式会社 
「オフィス兼リビング・ラボ」建設プロジェクト

	 隠岐郡海士町

【活動部門】

表彰銘板（石州敷瓦）

人のつながり、あたたかさのある暮らし
─ 笑 顔 で 暮 ら せ る 島 根 を 目 指 して ─
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眺望を楽しみながら、家族が支え合い成長できる家

対角の平屋建築物部門

最優秀賞
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●所 在 地／出雲市
●用　　途／住宅
●構　　造／木造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 個人

設計者 一級建築士事務所 江角アトリエ

施工者 有限会社 高橋工務店

この建物は出雲市内にあり、ご夫婦とそのお子様 2 人が暮らす木造平屋の
新築住宅です。敷地の南側には遮蔽物が一切なく、室内から水田と山が眺望
できます。外壁は焼杉張りで、垂木が鮮やかな深い軒が印象的ですが、一番
の特徴は、棟木が長方形平面の対角線上に斜めに架けられていることです。
内部のLDKは開放性が高く、棟木を支える対角線上の角には、ご夫婦それ
ぞれのリモートワークや学習に集中できるロフト階付きの書斎スペースが設
けられています。建物全体の構成は、 2 つの書斎をご夫婦と見立てると、ご
夫婦 2 人で棟木・担ぎ棒の両端を支える江戸時代の駕籠がイメージされます。

アプローチのスロープ、平屋でフラットな床レベル、室内の余裕のある動
線寸法、水回りの広さや家事動作に関する機能性により、手すりが付いてい
なくても、ご家族のためのバリアフリーや日常生活の利便性に十分配慮され
た計画となっており、また南側の大きな開口部から見える田園と山並みが織
りなす表情の変化を笑顔で楽しめる、心あたたまる住宅となっています。今
は小さなお子様たちが、今後どのようにロフト部分などを使いこなし、ご両
親との関係を築いていかれるのか楽しみです。

	 （細田智久）
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建築物部門

優秀賞

●所 在 地／浜田市
●用　　途／駅待合所
●構　　造／鉄骨造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 西日本旅客鉄道 株式会社  中国統括本部

設計者 西日本旅客鉄道 株式会社  中国統括本部  岡山建築区

施工者 株式会社 ジェイアール西日本ビルド  米子支店

この建物は、西浜田駅の木造駅舎だった建物を現在の利用者に即した規模
へと建て替えられた待合所です。

一辺3.472mの正方形の中の一部にベンチを置くスペースがあるのみの間
取りで、壁は 3 方向の一部をアーチ状に切り出すことにより小規模かつ開放
的な建物となっています。

ベンチには、旧駅舎から切り出した木材を使ったり、地域特産来待釉薬を
使用した地場産タイルでデザインするなど、地域特性を生かしたものになっ
ています。

待合所の柱、壁、屋根は16㎜厚と 6 ㎜厚の鉄板のみで構成され、メンテナ
ンスは塗装工事のみで完結出来るよう計画されています。

鉄はリサイクルによる品質低下が少なく再資源化率が高いことを見込み、
単一素材で構成し環境負荷にも考慮されています。

間取り、構造材、メンテナンスにおいてシンプル化し、洗練されたデザイ
ンがとても魅力的な待合所になっています。

	 （篠𠩤悦子）

シンプル化した駅舎

山陰本線西浜田駅待合所新築
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建築物部門

優秀賞

建築主 島根電機 株式会社

設計者 安藤建築設計室 株式会社

施工者 松江土建 株式会社

●所 在 地／大田市
●用　　途／工場兼事務所
●構　　造／混構造
●工事種別／新築

建物概要

この建物は、大田市内の工業団地において、既存の自社工場の北側隣地に
建てられたオフィス・精密工場・食堂などを含む鉄筋コンクリート造一部鉄
骨造 2 階建ての新築建物で、その平面構成は、かつての豪農家屋にみられる
土間、座敷、蔵、離れ等を再現したような趣が感じられます。比較的大きな
建物ですが、廊下を進むと様々な素材を用いた小スペースに分節され、北側
の中廊下にはトップライトが設けてあり、開口部からは植栽が見えるなど、
町の路地を歩いているような感覚も得られます。

精密工場内で気を張って働く社員の方々がほっとできる、おしゃれなオ
フィス空間や、丘陵地を活かした眺望と吹き抜け空間を持つ食堂スペースな
どもあります。また、屋外の豊かな植栽、木ルーバー、「福光石」粉末を混
ぜた特注タイル、特注の家具、床タイルカーペット下からの染み出し空調、
地中熱・工場排熱の利用など、多様な素材や新しい設備機器がふんだんに
盛り込まれています。社員の方々の職場を快適な環境に一新することが職場
定着や緻密な製品づくりにつながる、という施主や設計者の方々の高いポリ
シーが感じられる建物です。

	 （細田智久）

社員の方々が家族に誇れる美しく潤いのある新社屋

JSTグループ 島根電機新棟
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建築物部門

優秀賞 桜をモチーフとした病院のコンバージョン

やすぎ博愛クリニック ～桜の名所の総合健診センター～

このプロジェクトは、日立金属より承継した旧日立記念病院の改築です。
地域の人口減少等により、有床病院から無床診療所に転換することとなり、
コンペにより設計者が選定されました。 2 階建ての旧病床棟を活用して外来
診察ゾーンにコンバージョンし、鉄骨造の検診ゾーンを新たに増築していま
す。検診ゾーンは市道安来清水線の桜並木に沿って配置されており、既存棟
とは41.8°の角度で接続されています。また、エントランスは 4 本の樹状柱
で浮かせた開放的な大屋根が特徴で、軒裏および天井に同じ木目を使用する
など、樹状柱とも相まって内部と外部を一体的に感じられる空間を創造して
います。一方、外来診察ゾーンはヤスキハガネを連想させるメタリックな素
材を外壁・内壁等の仕上げに多用し、この建物を未来志向の建物に見せてい
ます。詳細では、シンボルの桜マークをスクリーンや駐輪場の屋根等の金
属板を打ち抜いて表現しており、遊び心が感じられます。また、樹状柱のベ
ンチ部分に調色可能な照明を組み合わせてライトアップできるようにしてお
り、季節感やイベントに合わせて建物の表情を変化させられる新規性の高い
建物となっています。

	 （坂本拓三）

●所 在 地／安来市
●用　　途／診療所
●構　　造／混構造
●工事種別／改修

建物概要

建築主 医療法人社団 やすぎ博愛クリニック

設計者 株式会社 河原泰建築研究室＋高橋翔太朗建築設計事務所

施工者 平井建設 株式会社
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建築物部門

優秀賞 地域と共鳴し、未来を創る新オフィス

株式会社フクダ社屋

出雲市斐川町に建つ、向かいに保育園・幼稚園を望む鉄骨造3階建の老舗
建設会社の新社屋です。

外観は出雲平野の広がりから着想した「波動」と「ゆらぎ」をテーマに、
縦ルーバーによって柔らかな陰影とリズムを表現しています。エントランス
ホールに入ると、目にも鮮やかな多肉植物と自作照明が来訪者を迎え、自然
と人の手仕事が調和した空間が広がります。 1 階にはラウンジや大会議室を
設け、将来的には地域のコミュニティ空間として一体的に開放できる計画と
しています。 2 階・ 3 階は執務室およびミーティングルームで構成され、間
仕切りのない大空間の執務エリアがありますが、高い省エネルギー性能を
実現しNearly ZEBを取得しており、快適な空間で執務ができます。フリー
アドレスを採用しており、職員は業務や気分に応じて働く場所を自由に選べ
ます。

若い世代に島根で働いてほしい、そしてこの会社を選んでもらいたい…そ
んな社員一人ひとりからの熱いメッセージがこの建物の随所に込められてお
り、人の想いに支えられて生まれた、幸せな社屋です。

	 （藤原美和）

●所 在 地／出雲市
●用　　途／事務所
●構　　造／鉄骨造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 株式会社 フクダ

設計者 有限会社 前田設計事務所

施工者 株式会社 フクダ
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建築物部門

奨励賞

●所 在 地／出雲市
●用　　途／住宅
●構　　造／木造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 個人

設計者 一級建築士事務所 江角アトリエ

施工者 直営

出雲市内の山間に建つ、赤瓦が印象的な三世代同居の住宅です。農業を営
む施主が自ら裏山に入り、約200本の木を伐採し、葉枯らしに半年、自然乾
燥に二年を要するなど、伐採から完成まで四年の歳月をかけて実現してい
ます。

住まいの中心に設けられた広間と吹き抜けは、上下階を緩やかにつなぎ、
日常の中で家族の気配が自然に伝わる空間を形成しています。伐り出された
木材には桧・杉に加え広葉樹も多く含まれ、タブを大黒柱に、カシを敷居に、
桜をカウンター天板に用いるなど、樹種の特性を踏まえた適切な使い分けが
なされています。構造材および造作材には桧と杉を用い、吹き抜けに設けた
通し柱は、 1 階を無節、 2 階を節ありとすることで、山の木立そのままの表
情を空間に映し出しています。木の香りが住空間全体に行き渡る点も印象的
です。使用された桧の多くは、施主が若い頃に父親と共に植樹したものであ
り、さらに解体した旧宅から瓦や梁を再利用することで、時間と記憶の継承
が建築として明確に表現されています。

山で育った木と家族の暮らしを丁寧に重ねた、完成度の高い住宅です。
	 （藤原美和）

裏山で50年かけて育った桧が新しい民家に

里山の赤瓦
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建築物部門

奨励賞

●所 在 地／邑智郡美郷町
●用　　途／スポーツの練習場
●構　　造／木造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 美郷町

設計者 STUDIO YY

施工者 今井産業・福間工務店 特定建設工事共同事業体

美郷町は30年前からバリ島マス村との友好姉妹都市協定を締結し交流があ
ります。

ここでは、カヌーの競技のため、中学生以上の生徒や一般の方が利用され、
子どもたちが使用できるように、バス等の送迎なども行われています。

建物はバリの伝統的な船「ジュクン」の船底を想起させる「船底トラス」
を用いた屋根構造となっています。また、最長 5 ｍを超える庇があることか
ら、屋根の軽量化が図れるアセチル化木材のアコヤ板葺きとされています。

1 階は、事務室やトレーニングルーム、艇庫などがあり、 2 階はウォーミ
ングアップルームがあります。建物は木造トラスで、下弦材は地元木材を用
いた集成材が使われています。トラスは 2 ｍごとにかけられていますが、そ
れを支える通し柱が一本おきとなっています。また、サッシもアルミではな
く木製となっています。

江の川の対岸からカヌーパークみさとを見ると異国風の建物が見られ、そ
の周りを、ダム湖や田園、山並み、空が広がっています。建物内部から江の
川のダム湖を見るとゆっくりと時間が流れる不思議な空間を体験できます。

	 （持田　明）

水辺に映える建物

カヌーパークみさと
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建築物部門

奨励賞

●所 在 地／出雲市
●用　　途／診療所
●構　　造／木造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 みずいクリニック 眼科・美容皮膚科

設計者 有限会社 ナック建築事務所

施工者 株式会社 御船組

出雲市斐川町の住宅街に建つ、勾配の異なる屋根がひときわ目を引くクリ
ニックです。道路からは挑戦的な外観が印象的ですが、受付・待合に入ると
その印象は一変します。

五右衛門川に向かって連続する大きな窓からは遠くまで景色が広がり、視
線が心地よく抜ける開放的な空間が広がります。さらに、板張りの勾配天井
が場所ごとに異なる表情を見せ、やさしく包み込まれるような雰囲気を演出
しています。眼科・美容皮膚科という特性上、待ち時間が長くなりやすいこ
とから、景色を眺める、読書をする、商品を見る、テレビを見るなど、患者
が思い思いに過ごせる居場所と行動の選択肢を随所に設けています。平面計
画は待合エリア、診察・検査・処置エリア、スタッフエリアの三つで構成し、
患者動線を短くしながら、スタッフエリアを建物中央に集約されています。
1 階をワークスペース、 2 階を休憩スペースとすることで、職員が短い動線
で行き来できる働きやすさにも配慮しています。

記念樹である目薬の木が成長する頃には、地域に親しまれる、目にも心に
もやさしいランドマークとなるクリニックです。

	 （藤原美和）

五右衛門川沿いに位置する目にも心にも優しいクリニック

みずいクリニック 眼科・美容皮膚科
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建築物部門

奨励賞

●所 在 地／江津市
●用　　途／飲食店兼物販店舗
●構　　造／鉄骨造
●工事種別／改修

建物概要

建築主 浅利観光 株式会社

設計者 株式会社 スタジオ・カナ建築設計事務所

施工者 松江土建 株式会社

この建物は、江津市の日本海側の国道 9 号線沿いにある鉄骨平屋の既存建
物を大幅にリノベーションしたドライブステーションです。既存建物の基本
的な構造躯体は解体せずにそのまま活用することでCO2削減となり、環境に
配慮した建物になっています。

駐車場から見る建物は、東西に延びる軒下スペースと食事スペースを目隠
しするように小高く盛られた芝生スペースが建物全体を特徴づけています。

エントランスの扉に組子障子、ホールの床に石州瓦タイルを採用し、既存
トイレ前に設置されたキッズスペースの格子は地場の家具工場から出る杉の
端材を利用するなど地域特性が生かされています。

レストランでは造付ベンチの奥行きが広く取ってあり、子どもを寝かせた
り遊ばせたりしながらゆったりと食事ができ、また、スペースの一角を可動
間仕切りとすることで、貸会議室としても利用できるよう計画されています。

地域に根差しつつ若い世代にも受け入れられる施設内容やデザインで計画
することにより、働きたくなる場や行きたくなる場となり、人口減少対策に
資する建物となる事が期待できます。

	 （篠𠩤悦子）

地域の未来を担う拠点

なぎの木テラス
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建築物部門

奨励賞

●所 在 地／邑智郡邑南町
●用　　途／中学校
●構　　造／混構造
●工事種別／新築

建物概要

建築主 邑南町

設計者 株式会社 シーラカンスアンドアソシエイツ

施工者 今井産業・溝辺組・石見工業 特別共同企業体

この建物は、現地建て替えが行われた邑南町立石見中学校の新しい校舎と
体育館です。 1 階全体と 2 階外周部が鉄筋コンクリート造、 2 階中央部は木
製の樹形柱に支えられる木造となっています。今後の学びの形態に柔軟に対
応できるように、教科センター方式（大学のようにクラスルームが無く、教
科ごとにエリアを移動しながら学ぶ方式） の運用に移行可能な計画とされて
います。

建物ボリュームは 4 棟に分割され、少しずつ傾きを変えながらリズミカル
に接続されるこの構成は、内部の廊下を歩く際に様々な場面が少しずつ変化
しながら見える効果を与えています。 1 階の「棚田ホール」と吹き抜けは開
放的で、 1 階上部の深い天井懐を利用した雲型の窪みは天井に変化を与えて
います。 2 階教室の生徒用椅子に座ると、窓からは於保知盆地を取り巻く山
並みが、廊下部分のガラス間仕切りからは開放的な「学びの並木道」が見え、
これまでの学校教室から見える風景とは異なる、新しい空間体験を得ること
ができます。デザイン性の高い様々な工夫が盛り込まれており、生徒たちの
豊かな感性が磨かれるのではないかと期待できる校舎が誕生しています。

	 （細田智久）

生徒たちの感性を磨く、ハイブリッド構造の新校舎

邑南町立石見中学校
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建築物部門

奨励賞

●所 在 地／松江市
●用　　途／住宅
●構　　造／木造
●工事種別／改修

建物概要

建築主 個人

設計者 株式会社 スタジオ・カナ建築設計事務所

施工者 ヒロシ 株式会社

現
役
を
引
退
し
た
夫
婦
の
た
め
の
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

つ
な
ぐ
足
あ
と

この建物は、現役を引退したご夫婦が幼少時代に過ごしたことのある築60
年弱の実家をリノベーションした住宅です。計画にあたっては、既存建物を
解体し新築することも選択肢とされていましたが、祖父の足あとをつなぐ思
いから、リノベーションすることを最終的に決断されたそうです。 1 階の間
取りはかなりの変更がなされており、伝統的な畳敷きの田の字プランから
南側にリビングダイニングキッチンを設ける現代的なプランに変更されてお
り、ダイニングキッチン上部は 2 階床を撤去し吹き抜けとなっています。リ
ビングの一部は開放して縁側状の空間となるように工夫されており、落語教
室等が開催できるなど地域との交流スペースが確保されています。

また、住宅設備関連も最新のものに更新されているうえに、耐震補強や断
熱改修も同時に実施されており、住宅としての安全性や快適性にも配慮され
ています。詳細をみると建築当時の塗り壁や小屋梁は可能な範囲で現すよう
になっており、既存建物の部材等で再利用可能なものは建具材として再利用
されています。これらの工夫も相まって古い建物の記憶を『残す』ことに成
功しています。

	 （坂本拓三）
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活動部門

優秀賞

学校は学業以外に部活動、友人関係、人間関係など重要な時間を過ごす場
所ですが、食堂や生徒ラウンジなどの施設の老朽化や生徒の交流空間の無機
質なところが課題とされ、また、中学生・高校生の読書離れも課題となって
います。
「本×木質化」の新しい学校デザインを検討することとなり、中学・高校・

大学の協働による、内装木質化と什器製作のプロジェクトが開始されました。
生徒ラウンジの待合スペースには、中学生・高校生・大学生によって机と

いすとゴミ箱が新しく作られており、その上には、本が見やすい形でディス
プレイされています。

食堂の中央の柱には、本の位置を左右に動かすことができるようなアイデ
アがなされています。食事をする机の前のボードには、美術部が描いたテク
スチャーアートが飾られており、アートの位置を変えることもできます。

これらの家具の製作は、私立開星中学校・高等学校と島根大学の学生で行
われました。内装や什器製作を通して自らの学び舎に興味を抱くきっかけに
なってほしいです。

	 （持田　明）

本と木が育む学び舎

NEXT200 図書館未来プロジェクト

活動実施者 島根大学/
学校法人 大多和学園 開星中学校・高等学校

主な活動場所 松江市
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活動部門

奨励賞

奥出雲町三沢地区の限界集落では、古民家を改造し、レンタルスペース＆
キッチンに作り替え、そこから町おこしが行われています。その古民家が、「金
𠮷屋」です。

金𠮷屋の一部は、オーナーの事務所として使用しており、その他の空間はレ
ンタルスペース＆キッチンで使用することができます。平日は、それぞれが仕
事を持ち外で働いて、月 2 回第 2 ・第 4 土曜日に限定したBARが開かれ、そ
こに集った仲間と飲み物を片手に自由に語らうことから始められています。

高齢者から子どもまでがここに集い、世代を超えて交流ができます。キッ
チンの作り手は飲食店の方等が協力し、飲食の提供でも交流の輪が広がって
います。

地域活性化につながるものがあれば、大作戦と称して実行に移され、最近
では、マラソン大会が開催されました。

近隣には、ゲストハウスもあり、イベントに合わせ宿泊する方もいます。
この金𠮷屋では、限界集落といわれる中で人の流れを生み出し、語らいの

中から「何か」が生まれる、そんな取り組みに今後も期待しています。
	 （持田　明）

人との交流から生まれるもの

金𠮷屋大作戦

活動実施者 株式会社 OKU-Reno.

主な活動場所 仁多郡奥出雲町
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活動部門

奨励賞

この活動は、かつて石州瓦生産やその商いで栄えた江津市都野津町におい
て、工務店と共に地域住民・大学生・高校生・ポリテクカレッジ生らも改修
ワークショップに加わって築120年以上の古民家を再生し、シェアキッチン・
レンタルスペースとして活用している活動です。改修により床や天井を一部
解体し、壁の漆喰塗りや柿渋染の和紙貼りを行い、カウンター座席・建具・
キッチン厨房設備などが新たに設けられています。

この活動は島根県立大学の学生たちがその中心を担っています。奥側の 1
室には島根eスポーツのデジタル拠点としてデジタル機材が設置され、eス
ポーツ体験やパソコン講習もできるように設備が整えられています。赤い石
州瓦が載った大型民家が建ち並ぶ町ですが、狭い路地や起伏があり空き家や
空き地も目立ちます。そうした場所に魅力を感じ周囲の大人や高校生の協力
を得ながら活動する県大生たちの取り組みに対し、大きな声援を送りたいと
思います。

	 （細田智久）

学生たちの力で再生した赤瓦古民家の活動拠点

つのづbase

活動実施者 つのづbase

主な活動場所 江津市
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活動部門

奨励賞

この活動は、海士町に移住した方々が町などからの委託事業を業務とする
会社を立ち上げ、「大人の島留学」で来島した学生・若者たちと共に働くた
めの拠点づくりを、島の中でも特にのどかな田園風景もみられる保々見地区
の漁港内で成し遂げた活動です。新たに設けられた拠点はデスクワークや
ミーティングを行うオフィスであると共に、地区内の方々が気軽に訪れて交
流ができるリビングのような場所となっています。

静かな漁港だった場所に若者たちが元気に仕事や活動を行う様子が広が
り、居住者の方々の心にも明るい灯りがともるような活動です。社員の方々
は通勤や仕事で中心部へ向かう機会を利用して、地区で作られた野菜の集荷
と販売所へ届ける活動も行われています。現地訪問時にも地区の方がご自宅
で採れた柿を手土産に来られており、スタッフの方々と笑顔あふれるお話し
をされていました。移住者の思いや創造性を形にしたこの拠点は、島外から
来られた人々を温かく迎え、地域との交流の場を作り出し、海士町の海や山
並みの自然景観を堪能できる場となっています。

	 （細田智久）

移住者や島留学生、地元の方々が笑顔で集う拠点づくり

AMAホールディングス株式会社
「オフィス兼リビング・ラボ」建設プロジェクト

活動実施者 AMAホールディングス株式会社

主な活動場所 隠岐郡海士町
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審査
経過

募集結果 ●令和7年7月1日～9月5日
●57件

募 集 期 間
応 募 総 数

表 彰 式 ●令和8年3月11日
●�建築主又は活動実施者、設計者及び施工者に賞状を授与します。
　また、建築主及び活動実施者に、副賞として表彰銘板（石州敷瓦）を贈呈します。

開 催 日
授 与 式

審査経過 ●書類審査により第2次審査の対象を選定（活動部門は全て第2次審査へ）
●令和7年9月12日～9月24日
●30件

第1次審査
審 査 期 間
選 出 件 数

●現地審査の上、審査委員会により表彰候補を選定
●令和7年10月20日～11月17日
●令和7年12月8日
●15件　【建築物部門】11件　【活動部門】4件

第2次審査
現 地 審 査
最終審査会
選 出 件 数

審査
委員

《審査委員長》	 細田　智久〔国立大学法人 島根大学 総合理工学部 教授〕

《審 査 委 員》	 坂本　拓三〔一般社団法人 島根県建築士事務所協会 会長〕	 篠𠩤　悦子〔一般社団法人 島根県建築士会〕

	 藤原　美和〔一般社団法人 島根県建築士会 女性委員長〕	 持田　　明〔大田市 参与〕

募
集
要
項
・
審
査
経
過
・
審
査
委
員

第 2次審査対象一覧

名　　　　　称 所在地
NEXT200 図書館未来プロジェクト 松 江 市
なぎの木テラス 江津市
金吉屋大作戦 仁多郡
つのづbase 江 津 市
AMAホールディングス株式会社
「オフィス兼リビング・ラボ」 隠岐郡

名　　　　　称 所在地
リフォーム6LDK 松 江 市
リフォーム縁側の家 邑 智 郡
対角の平屋 出 雲 市
棚田の古民家 雲 南 市
里山の赤瓦 出 雲 市
ないものはない。つながりと知恵で未来へ漕ぎ出す庁舎、あま丸 隠 岐 郡
山陰本線西浜田駅待合所新築 浜 田 市
美郷町サテライトオフィス２「みさとと。ネオ」 邑 智 郡
カヌーパークみさと 邑 智 郡
国宝松江城内 内堀に建つ家 松 江 市
みずいクリニック 眼科・美容皮膚科 出 雲 市
JSTグループ 島根電機新棟 大 田 市
Vineyard House 出 雲 市

名　　　　　称 所在地
昭和61年の家を繕う 松 江 市
Guesthouse IKIRU 雲 南 市
Vihara Ｓ＋ 大 田 市
アクアスキッズハウス 浜田市
shitsu COFFEE&LIBRARY 松 江 市
やすぎ博愛クリニック ～桜の名所の総合健診センター～ 安 来 市
なぎの木テラス 江 津 市
邑南町立石見中学校 邑智郡
道の駅 邑南の里 邑 智 郡
一の谷保育園新保育室棟 出雲市
株式会社フクダ社屋 出雲市
つなぐ足あと 松江市

●活動部門●建築物部門

人のつながり、あたたかさのある暮らし
─ 笑 顔 で 暮 ら せ る 島 根 を 目 指 して ─

募集
テーマ

募集
要件

1. 島根県内において令和7年9月5日までに整備又は実施されたものであって、下記に該当するものです。
2. 応募は自薦・他薦を問いません。個人・団体・企業、自治体等どなたでも可能です。
3. 応募の部門は、建築物部門 活 動 部 門 の2種類があります。

概ね５年以内に建築（新築、増築、改築または移転）、修繕
または模様替えされた建築物（建築物の一部またはその
敷地を含む。）で、募集テーマに即した、以下のいずれか
に該当するもの

①建築主、利用者などに配慮したもの
②地域特性を活かしたもの
③既存建築物を活用したもの
④環境に配慮したもの
⑤人口減少対策に資するもの
⑥今後のモデルとして、波及効果が期待できるもの

建 築 物 部 門
募集テーマに即した住生活に関連する取組や活動で
あって、以下のいずれかに該当するもの

①地域特性を活かしたもの
②地域住民への意識啓発に効果的なもの
③住民や地域に貢献しているもの
④積極的、継続的に取り組まれているもの
⑤人口減少対策に資するもの
⑥今後のモデルとして、波及効果が期待できるもの

活 動 部 門
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〈最優秀賞〉
●松江市雑賀八区町内会救助隊（松江市）
〈優秀賞〉
●しまねの木の家（松江市）
●安国寺本堂改修工事（松江市）
●奥谷町東区防災隊の活動（松江市）
〈奨励賞〉
●古民家改修「囲いの家」
●附帯屋根瓦工事耐震化及び耐震改修
●ボートピア松江ビル（松江市）
●岩田邸（安来市）
●松江しんじ湖温泉駅（松江市）
●災害避難所におけるプライベートスペース
「6家族のためのささやか安心空間」の試作および組立て
マニュアルDVD制作事業

【設計・工事・技術提案部門】
〈奨励賞〉
●JR安来駅 観光交流プラザ（安来市）
●海士中学校エコ改修（海士町）
【防災活動部門】
〈奨励賞〉
●「耐震改修モデル設計による地域学習会」への参加を通
じた耐震診断技術の習得及び耐震意識の啓発	

●わが家の耐震改修工事	

【技術部門】
〈優秀賞〉
●菱浦魚集緑地広場整備（菱浦蔵改修工事）
（海士町）

〈奨励賞〉
●美保関橋津屋改修工事（古民家）（松江市）
●K邸（松江市）
●本妙寺改修工事（出雲市）
【活動部門】
〈特別賞〉
●地震防災ポスター（島根大学教育学部附属小学校）

【技術部門】（リフォーム工事）
〈優秀賞〉
●時をつなぐ家（出雲市）

〈奨励賞〉
●石見瓦再生の家（鹿足郡）
●古民家劇的大改造（松江市）
●A邸増改築工事（松江市）
【技術部門】（新築工事）
〈奨励賞〉
●木の香の家（K邸）（浜田市）
【活動部門】（地域防災活動）
〈優秀賞〉
●防災活動（地震防災訓練）（松江市）
〈奨励賞〉
●緊急地震速報を活用した県内初の避難訓練（松江市）
●岡の目地区防災訓練（松江市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉
●ワークくわの木江津事業所（江津市）
〈優秀賞〉
●渡橋の家（出雲市）
●母里の家（安来市）
●カイダンダン ノ イエ（松江市）
〈奨励賞〉
●『家族の健康を守る家』K邸（松江市）
●パティオのある家（出雲市）
●五箇小学校木造校舎耐震改修（隠岐の島町）
●石州瓦の家（大田市）
●「築後139年を住み継ぐ、古民家再生」（益田市）
【活動部門】
〈奨励賞〉
●入間交流センターを舞台に広がる都市交流活動（雲南市）
●地元の木材を生かした読書空間づくり活動（海士町）
●平成23年度法吉地区防災訓練（松江市）
●街の魅力を再発見するまちあるき企画の運営（松江市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●コクバンの家（松江市）
〈優秀賞〉
●空に向う家（松江市）
●Ｏ邸（雲南市）
●新しい出発「坂の下café morikame」（出雲市）
〈奨励賞〉
●先人の技術を受け継ぐ家（安来市）
●漆喰の家（出雲市）
●『一畑電車大社前駅』の新しいかたち（出雲市）

平成 1 9年度

平成 2 3年度

平成 2 0年度

平成 2 1年度

平成 2 2年度

平成 2 4年度

過去の受賞作品・活動一覧
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●そらうみの家（浜田市）
●潮騒の住処（益田市）
【活動部門】
〈奨励賞〉
●避難所運営体験の実践（出雲市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●家族が繋がる3世帯住宅（益田市）
〈優秀賞〉
●古志原の家（松江市）
●浜田市立中央図書館（浜田市）
●Traditional Style（出雲市）
●北堀のいえ 民家再生（松江市）
●見晴らしの家（松江市）
●段々畑の家（出雲市）
●食事処 小望月（出雲市）
【活動部門】
〈奨励賞〉
●《訪れる場所作り》佐世だんだん工房（雲南市）
●大久地区災害対策活動（隠岐の島町）
●奥出雲町わがとこ再発見ワークショップ
（奥出雲町）

【建築物部門】
〈優秀賞〉
●かずと会館（安来市）
●土間と大黒柱の有る家（益田市）
●のび・のび・のび（安来市）
〈奨励賞〉
●中庭のあるローコスト住宅（出雲市）
●求院の家（出雲市）
●ギャラリー記田屋（出雲市）
●ふるさと定住の古民家再生（安来市）
●奥谷の家（松江市）
●大田の家（大田市）
●古民家DIY（松江市）
●外中原町の2世帯住宅（松江市）
【活動部門】
〈奨励賞〉
●まちなか再生拠点 オープンスペース ichi（出雲市）
●旧堀氏庭園活用協議会（津和野町）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●安来切川の家（安来市）
〈優秀賞〉
●土縁の家（奥出雲町）
●抱陽の家（益田市）
〈奨励賞〉
●海士町立海士小学校（海士町）
●凹みの家（松江市）
●どま・まど・どま（松江市）
●滑の家 中間領域を持つ二重断熱の家（邑南町）
●姫原の住宅＋事務所（出雲市）
●横浜町の家（松江市）
【活動部門】
〈優秀賞〉
●平成郷蔵普請（江津市）
●三日市ラボ ～空き家再生プロジェクト～（雲南市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●善徳寺本堂（雲南市）
〈優秀賞〉
●稗原の家（出雲市）
●ゆめの森こども園…だいかぞくが集う家（出雲市）
〈奨励賞〉
●抱陽の家2（益田市）
●外中原の家（松江市）
●Re：佐白の家（奥出雲町）
●海士町立福井小学校（海士町）
●丘の上の家（松江市）
●灰色の家（出雲市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉
●広瀬基督教会（安来市）
〈優秀賞〉
●八川の家/畳カフェ（奥出雲町）
●T様邸個人住宅新築工事（松江市）
●「城下町」 N邸（松江市）
〈奨励賞〉
●日本赤十字社 益田赤十字病院 院内保育所（益田市）
●三刀屋の改修（雲南市）
●蔵 懐古空間 一花（雲南市）

平成 2 5年度

平成 2 7年度

平成 2 8年度

平成 2 9年度

平成 2 6年度
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●松江冷機株式会社 新社屋新築工事（松江市）
●さぎの湯荘 別邸 鷺泉（安来市）
●家具師の家（出雲市）
●出雲I邸（出雲市）
●町屋のキッチン（出雲市）
【活動部門】
〈奨励賞〉	
●井原を知る勉強会（邑南町）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●大橋川河畔の家（松江市）
〈優秀賞〉
●ひゃくどみクリニック（出雲市）
●古民家オフィスみらいと奥出雲（奥出雲町）
●赤江の家（安来市）
〈奨励賞〉
●茅葺き屋根のある家（出雲市）
●隅木の家（浜田市）
●大屋根の家（出雲市）
●帯刀さんの家（出雲市）
●四姉妹の家（出雲市）
●サクニマス交流センター（吉賀町）
【活動部門】
〈奨励賞〉	
●NPO法人ひらた空き家再生舎（出雲市）
●矢上駅（出雲市）
●住民と学生の参加による
“隠岐の島町NOGINOVIハウス”改修事業の取り組み

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●日貫一日  安田邸・一揖（邑南町）
〈優秀賞〉
●温泉津の住宅（大田市）
●中庭を持つ静謐な家（益田市）
〈奨励賞〉
●PATISSERIE SUBSTANCE（出雲市）
●LEON building（出雲市）
●段床のある甍の家（雲南市）
●島根県立飯南高校寄宿舎 【月根尾寮】
（飯南町）
●松江堀川の家（松江市）
●宗教法人神慈秀明会 松江出張所（松江市）
●黒の古民家（安来市）

【活動部門】
〈奨励賞〉
●大学生による美保関古民家改修プロジェクト（松江市）
●書嘉庵（個人図書室）（松江市）
●江津駅前ビルのリノベーション（江津市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●光幼保園（出雲市）
〈優秀賞〉
●願い雛ミュージアム（出雲市）
●神名火山の古民家（出雲市）
●日原にぎわい創出拠点「かわべ」（津和野町）
●M−邸（松江市）
●郡山のレストラン（邑南町）
〈奨励賞〉
●雲南の方形屋根（雲南市）
●中庭を囲む平屋（出雲市）
●高瀬川の家（出雲市）
●RISTORANTE MIA PAESE ～ 私の故郷（浜田市）
●方杖の家（邑南町）
●徳應寺納骨堂 無量寿堂（安来市）
●西ノ島町コミュニティ図書館「いかあ屋」（西ノ島町）
【活動部門】
〈優秀賞〉
●天神127（松江市）
〈奨励賞〉
●カフェ＆ベッド うづい通信部（邑南町）
●ショッピングリハビリ（ひかりサロン）
（雲南市）
●アートビレッジ構想実現グループ
（古典技法絵画研究所・親木遊杢倶楽部）
（雲南市）
●コミュニティカフェ Orange（川本町）
〈特別賞〉
●蔵：Re（松江市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●湖畔の家（松江市）
〈優秀賞〉
●「専光寺」鐘楼門（益田市）
●株式会社シーエスエー 新社屋新築工事（出雲市）
●雲南古民家2021（雲南市）
●Entô Annex NEST（海士町）

平成 3 0年度

令和元年度

令和 2年度

令和 3年度
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●古民家カフェ「茶と糀 梅田屋」（邑南町）
〈奨励賞〉
●Y邸 新築工事（出雲市）
●いわみ温泉「霧の湯」（邑南町）
●西ノ島町庁舎（西ノ島町）
●なかのや旅館（大田市）
●ひよし保育園（松江市）
【活動部門】
〈優秀賞〉
●つどえる拠点＆ゲストハウス コイサイド（邑南町）
〈奨励賞〉
●空き家で人をつなぐ（ヨコバマcoffee、よこばまギャラ
リー）（松江市）

●栗寅（大田市）
●どっこい舎（松江市）
〈特別賞〉
●蔵宿 うずまき（奥出雲町）
●レンタルスペース＆キッチン 金𠮷屋（奥出雲町）
●禾と恵に咲くお宿 まつ（奥出雲町）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●黒のアトリエ（出雲市）
〈優秀賞〉
●思い出を継ぐ家（出雲市）
●道の駅 ごいせ仁摩（大田市）
●出雲国二ノ宮 神在の社 佐太神社 佐陀神能舞殿
（松江市）
●Ichimura Project／TRATTORIA キツツキ（江津市）
●ホテル一畑（松江市）
〈奨励賞〉
●緑蔭山荘別邸（松江市）
●四重奏の屋根（出雲市）
●とうぎ皮フ科クリニック（出雲市）
●清田の家（雲南市）
【活動部門】
〈優秀賞〉
●「地域見守りたい！」
地・学連携による空き家活用プロジェクト（出雲市）

●enun 縁雲
（松江ニューアーバンホテル コワーキングスペース）
（松江市）

〈奨励賞〉
●都野津町街歩きイベント “つぬさんぽ”（江津市）
●津和野高校 断熱改修ワークショップ（津和野町）
●子どもの本 つ～ぼ（安来市）

【建築物・活動部門】
〈最優秀賞〉	
●島根県立大学・島根県立大学短期大学部
サテライトキャンパス 
石見銀山まちを楽しくするライブラリー
（大田市）

【建築物部門】
〈優秀賞〉
●草房（出雲市）
●住み続けることの家（仁多郡奥出雲町）
●少しだけ天井の低い家（出雲市）
●あゆみ保育園（安来市）
〈奨励賞〉
●殿町のコートハウス（松江市）
●住宅型有料老人ホーム ほくよう（松江市）
●株式会社テルミック 島根営業所（松江市）
●川庭の家（益田市）
●穏陽の家（益田市）
●江津市庁舎（江津市）
●益田市立歴史文化交流館（れきしーな）（益田市）
【活動部門】
〈優秀賞〉
●島根大学教育学部附属幼稚園での木育活動と環境整備
（松江市）

〈奨励賞〉
●都野津町古民家コンバージョン ～Yoshiゑyashi～
（江津市）
●4GATSの開業（松江市）

【建築物部門】
〈最優秀賞〉	
●障害福祉施設のありかた／Sakura Campus
（安来市）

〈優秀賞〉
●和オーベルジュ神等楽来（出雲市）
●奥谷町の町家（松江市）
●Houhill（安来市）
〈奨励賞〉
●新屋敷（隠岐郡隠岐の島町）
●史跡田儀櫻井家たたら製鉄遺跡
越堂たたら跡ガイダンス施設（出雲市）

●いちえ内科・呼吸器クリニック（松江市）
●L_HUT ～環境と調和するL型の小屋～（益田市）
●美又共存同栄ハウス（浜田市）
●NHK松江放送会館（松江市）

令和 4年度

令和 6年度

令和 5年度

26



【活動部門】
〈優秀賞〉
●「SLOW HOUSE@okuizumo」リノベーションプロジェ
クト（仁多郡奥出雲町）

●Katta House（仁多郡奥出雲町）
〈奨励賞〉
●歴史を生かし未来をつなぐ  
～バリアフリー古民家カフェと音楽交流の新しい形～
（出雲市）
●西郷港周辺まちづくり「うみやまもっとあつまれ」
	（隠岐郡隠岐の島町）
●「家具再生大作戦！」
（海士町役場の家具づくりワークショップ）
（隠岐郡海士町）
●断熱で、島の未来を⽀えよう！
（既存住宅・断熱化促進への取り組み）
（隠岐郡海士町）
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